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【方法】CXCR4の細胞外領域はN末端領域と 3つの細胞外ループからなる。このうち、
HIV-1との結合に重要とされている 39アミノ酸残基からなるN末端領域を基に抗原分
子の創製を行った。N末端領域をオーバーラップする 3種類のペプチド Nt-1m∼3m (m: 
monomer) に分けて合成することとした (図) 。また、ペプチドの抗体誘導能向上のた
めにテンプレート上に Nt-1m∼3mを集積させた 4価抗原分子 Nt-1q∼3q (q: quadrivalent) 

。これらをマウスに免疫し、ELISA法により抗体誘導能を評価した。
【結果および考察】ELISA法の結果、Nt-1の配列は顕著な抗体誘導能を示し、それに
次いで Nt-3の配列も抗体誘導能を示した。しかし、Nt-2の配列は顕著な抗体誘導能を

示さなかった。また
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図. 3種類の CXCR4 N末端領域断片ペプチド


